


建設業の2倍以上）

GAPは世界各国にひろがっており、国内外の
大手食品企業などを中心にGAP認証を受けた
農畜産物を求める動きが活発化しています。
また、2021年に開催された東京五輪では、
選手村などで提供される食材の調達基準に
GAP認証が採用されました。


